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令和６年度 第２回 有玉小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１ 開 催 日 時  ２０２４年 ６月２６日（水） １３時１５分から１５時００分まで 

２ 開 催 場 所  有玉小学校 図工室 

３ 出 席 委 員  岩井 正次、山本 恭子、太田 克美、中村 佐佳恵、高林 愛子（学校支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ） 

            髙林 和行 

４ 欠 席 委 員  竹内 有徳、北出 勉 

５ オブザーバー 小池 誠（積志協働センター） 

６ 学    校  飯島 美智子（校長）、上野 仁悟（教頭）、古橋 麻紀子（主幹教諭） 

竹内 貴子（ＣＳﾃﾞｨﾚｸﾀｰ）、及び全教員 

７ 傍 聴 者  なし 

８ 会議録作成者  ＣＳﾃﾞｨﾚｸﾀｰ 竹内 貴子 

９ 議長の選出 

   前回の協議会において、議長の選出について、髙林和行委員を推挙する旨の発言があったことを司

会が確認し、全員異議なくこれを承認した。 

10 協議事項 

   （１）授業参観 

   （２）熟議（子供たちの学びの様子について） 

   （３）報告 

11 会議記録 

   司会から、委員総数８人のうち６人の出席があり、過半数に達しているため、会議が成立している旨の 

報告があった。 

   

（１）授業参観（１３時２５分から１４時５分まで） 

 ○授業参観について説明（教頭） 

   ・低学年、中学年、高学年、ひまわり学級の４グループに分かれて自由に参観。 

・目指す子供像の「自ら考え、学び合う子」の四つの視点、「自分の考えを持つ」「自分の考えを分

かりやすく伝える」「自分の考えを広げる」「学んだことを選んで使う」について、子供たちの様子を

見ていただくよう説明があった。また、後半の熟議では、運営協議会委員と教員との顔合わせと、

懇談する時間を設ける旨の説明もあった。 

 

  （２）報告    ※時間の関係により、熟議より先に行った 

     学校支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰより、学校支援活動について報告があった。 

     ◇５月  ひまわり学級の支援（有サポの保護者より１名参加） 

     ◇６月  火曜日、木曜日、昼休みの「安全サポーター」：昼休みの子供たちの見守り、現在７名登

録中 

           環境サポーター：花壇、鉢植えへの水やり、雑草取り 

           積志小学校６年生 有玉神社にて、史跡巡りのサポート 

           ３年生 町探検の安全サポート 

町探検の鳩打谷公園、地蔵平公園について：ゲスト講師 
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     ◇「有玉っ子サポーター学習ボランティア Guide ２０２４」についての説明 

 

（３）熟議（子供たちの様子について） 

   議長の指示により、高学年、中学年、低学年、ひまわり学級に分かれてグループで意見交換を行っ

た。各グループからは、以下の発言があった。 

  

  【高学年グループ（太田委員、髙林和行委員、高学年各担任）】 

    ・５、６年生の学習内容が、今の大人世代は、中学校で学習していた内容となっているため、難しいと

感じた。 

    ・子供たちが授業の中で、楽しく発表したり、交流したりしている印象を受けた。 

 

 【中学年グループ（高林愛子委員、小池オブザーバー、中学年各担任）】 

  ・４５分の授業の中で先生方の子供たちを引きつける言葉のテクニックがあると感じたし、分かりやす

かった。 

  ・６月に地域のゲスト講師の授業があったので、地域と一緒にやっていく授業が今後も続くと良いと思

う。 

  

【低学年グループ（岩井委員、中村委員、低学年担任】 

 ・低学年全体的にみんな落ち着いている様子だった。 

  ・授業でクロムブックを上手に活用できていた。 

 

【ひまわり学級（山本委員、竹内、ひまわり学級教員】 

  ・自分の考えを持って行動することができるよう指導をしている。 

  ・異学年がクラスの中にいることで、お互いに助け合うことができている。 

 

 

【まとめ（校長より）】 

   今回、初めて学校運営協議会委員と教員の対面での意見交換ができる場を持てたということは、大変

有意義であった。今後も連携をとっていきたい。 

 

その他報告事項等 

議長から、次回の議長選出について委員に意見を求めたところ、高林愛子委員が次回の議長を務める

ことを申し出、全員異議なくこれを承認した。司会から、次回会議は２０２４年１０月９日（水）午後１時１５分

から午後３時００分 の日程で開催する旨の報告があった。 


